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「人生の達人」

宮
みやざき

﨑 金
きんすけ

助 さん (81)
昭和 15 年、島原市で生まれ、幼少期を島原
半島で過ごす。地元の高校卒業後、國學院大
學へ進学。卒業後は高校の国語科教師として
教壇に立つ。退職後も本市教育長や文化連盟
委員長を務めるなど、生涯にわたり学校教育
の振興と発展に尽力。島原市教育委員会教育
長（H17 ～ H21）、端宝小綬章（H25）、島原
市文化連盟委員長（H25～ R2）、市制施行 75
周年特別功労（H27）。古丁在住。

居合道の稽古中に家族で記念撮影居合道の稽古中に家族で記念撮影
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